
外国にルーツがある人々への支援活動応援助成第 3 回 活動報告 

 
中央共同募⾦会様から新型コロナウィルス感染下
における外国にルーツがある⼈々への⽀援活動応
援助成をいただき ラテンアメリカ系住⺠集住地
区における⾝体とこころの無料相談会の開催は 3

年間継続してきました。第三回にあたる本年度は東
海地区における現地相談会 7 回、関東地区 4 回に
加えて、毎⽉のオンライン相談会と新型コロナに関
する感染症後遺症についてのセミナーを毎⽉実施
しました。 

私たちの活動のきっかけは、東海地区にはラテンア
メリカ系住⺠が多いが、医療や精神の相談ができる
場所がないので、安⼼して地域で暮らせるように、
医療の専⾨家集団と繋がりたいという地域の NPO

の希望で、MAIKEN の南⽶感染症の専⾨家、ブラジルの医師、精神科医、⼼理⼠、医療通訳がチ
ームを組み、現地での無料の医療相談会を開始しました。 

３年に渡り継続して活動してきたことで、現在マイケンの活動は広くコミュニティに知られる
ようになり、ぜひ⾃分達の住んでいる地域でも開催して欲しいという要望が多く、今年度は近辺
の市でも開催をしました． 

 新型コロナウィルスが猛威をふるったこの３年の間に⽴場の弱い外国籍住⺠労働者が真っ先に
派遣切りにあい仕事を失ったことで、家庭内での不破が増加し精神的・経済的に追い詰められて
いる⽅々からの相談が毎⽇のように寄せられました。 

当初は鈴⿅⻲⼭地区での⾝体とこころの相談会を開催しましたが、近隣の市の会場まで⾏く交
通費がなかったり、通勤できるギリギリの量でガソリンをギリギリで⼊れているため相談会に
⾏くと仕事に⾏けなくなってしまう等と悲痛なメッセージが届き、また⼦供の⾯倒を⾒てくれ
る⼈がいないので⾏けないと切実な状況があり、今年度は開催地の範囲を広げたことで、これま
で参加できなかった⽅が来場しやすくなりました。 

 少しずつ外国籍住⺠のためのメンタルヘルスケアができる場が地域に広がりつつありますが、
狭いコミュニティの中で通訳が顔みしりでコミュニティに相談内容をしられてしまいうのでは
ないかと⼼配する⽅も多く、地縁のない東京からチームで⽀援のできる MAIKEN への期待は⾮
常に⼤きく、地域に⽋かせない⽀援となっています。 

 今年度は、これまで相談をしていたが⾃分は良くなってきたので他の⼈に相談時間を譲りた
い、今度は⾃分が同胞を助ける側にまわりたいとボランティアを申し出て下さる⽅も多く、コミ
ュニティのキーパーソンとなる⽅が確実に増えている事を実感できた年でした． 

 ⺟国語で医療相談は毎回 15 ⼈を超える相談者が訪れ、特に病院にかかっている⽅からの相談



は⽇本の病院で内容がわからないまま治療や⼿術を受けている⽅も多く、⺟国語で相談できた
ことで初めて⾃分の受けた治療について理解する⽅々が多いという、外国⼈の抱える問題が浮
き彫りになりました。 

⽇本に⻑年住んでいる⽅は⽇常会話には不⾃由がなくても⽇本語の読み書きは難しい⼈が多
く、医師から説明される専⾨⽤語がわかっていなくても、分かるところだけを聞いて「はい。⼤
丈夫」と⾔ってしまいがちです。実際は理解が不⼗分でも「はい。⼤丈夫」と答えているため話
が進んで後程問題が⽣じることも多くあります。⽇本⼈⽀援者側はこの「はい⼤丈夫」がとりあ
えず⾔っているだけではないのか、本当に理解してもらっているか、この⾔葉が出た時は気をつ
ける必要があります。 

 また外国籍住⺠にも、わからない時は優しい⽇本語で説明してもらうように再度お願いをし、
安易に「はい⼤丈夫」使わないようにと伝えています。通訳を家族や友⼈に頼んでいる⽅も多い
ですが、専⾨⽤語を⼗分に訳せなかったり、⽇本の医療費の助成などシステムを知らないかった
りするために⼗分に訳せない事も多く、研修を積んだ医療通訳の配置を⾏政機関に求める必要
性があります。 

 特に今年度は、これまで⽀援に繋がり難く声を上げない⼈を⽀援に繋げる事を⽬的に活動し
てきました． 

 相談に⾏く事を躊躇したり、⽇本⼈の偉い⼈は怖くて話せない、⾏政に家庭内の状況を全部把
握されてしまうのでは、など様々な不安から表に出てこなかった⼈達の参加を促すため、イベン
トホールと会議室を借りて⾷料⽀援や無料のバザー、⼦供達への⺟国でのお祭りのイベント、和
⾷の料理教室など、参加を促す⼯夫を取り組みました．和気藹々とした雰囲気の中、問題を抱え
ていそうな⽅に個別に声がけをし、「⽇本の先⽣もブラジル先⽣も怖くないから少しだけでもお
話しをしてみない？東京から来ている通訳もいるし話した事は絶対に他の⼈には⾔わないよ」
と相談に踏み出すハードルを下げ専⾨家の⽀援に繋げる第⼀歩となりました。 

 イベントに来場した⽇本⼈の⽅は、⾃分たちの住んでいる地域にこんなにたくさんの外国⼈
がいるんだと驚きの声を上げていて、交流イベントを通じて外国籍住⺠が⾒えない存在から⾒
える隣⼈となるきっかけともなり地域にとって⾮常に意義のある会となりました 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

５⽉１４⽇ 愛知県⽝⼭市相談会 NPOシェイクハンズと協働開催 寺⼦屋会場 



地域に住む⽣活者としての困りごとの相談や⼦どもの教育・⽇本語教室の紹介等にも踏み込み、
相談が多く、南⽶系住⺠のネットワークづくりを意識して交流タイムを設けました。ブラジル⼈
医師の存在が、相談者には⼼強く相談が多くありました。糖尿病の診断を受けた⼈が、⺟国とは
違う暮らし・⾷べ物の中での発病をとても不安に思っていて⽇本での⽣活や⾷べ物について積
極的に聞いていました。⼼の相談では⼦どもの事、発達の事を涙を流して相談していた家族もあ
り、１年に⼀度でも⺟国語で相談が出来る場が必要だと感じています。 

待ち時間を利⽤しての交流タイムでは、特に⼊国して間もない１年未満の家族が、互いに顔⾒知
りになり情報共有し⽇常的にも⾏き来できるようにサポートをする場となりました。 

             東海地区と三重県内における相談会の様⼦ 



◆三重津市 2022 年９⽉４⽇・2023 年 8 ⽉ 20 ⽇ 

◆三重県⻲⼭市 2022 年 6 ⽉ 25 ⽇・2023 年 9 ⽉ 17 ⽇ 

◆静岡県浜松市 2022 年９⽉ 4 ⽇静岡県浜松市 

◆静岡県菊川市 2023 年 4 ⽉ 30 ⽇静岡菊川市 

 
無料の⾷料配布のために来場する⽅が多くいましたが、その中で問題を抱えていそうな⽅に個
別に積極的に声掛けをし、専⾨家に話すきっかけとなりました。⼀⾔挨拶や医師や精神科医など
の顔が⾒える⽀援をすることで、当⽇は⼀⾔⼆⾔話すだけでも、オンラインでの相談や次回の相
談会への参加を予約するケースもあり、⾟い気持ちを吐き出して⽣きるのが少し楽になるよう
なきっかけ作りができました。地域の NPO は⾏政やコミュニティと密接に繋がってているので、
プライバシーを守りたいという気持ちや関係性を壊したくなく相談できないケースが往々にあ
り、地域に地縁のない MAIKEN の専⾨家集団や通訳が必要とされています。 

 また今回初めて開催をした、和⾷講座は４０名以上を超える申し込みがありキャンセル待ち
が出るほど⼈気となりました。⽇本に⻑年暮らしていても、和⾷の作り⽅を学んだことがないた
めフードパントリーでもらった味噌やだし昆布など使い⽅が分からないという⽅が⾮常に多い
のです。今回、顆粒のだしを使い味噌汁や、味噌を使った野菜料理などを参加者全員で作りまし
た。顆粒だしのパックの写真を撮って、スーパーで買うと笑顔で帰宅する⽅や、早速作ったと写
真を送ってきた⽅々もいて、この企画は今後も継続したいと思っています。 

 今回の相談会の中で、⼀つ強い印象に残った出来事がありました。前年度の医療相談会に参加
していた⼯場の事故で障害を負い労災で慎ましく暮らしている⽅が、ご本⼈も困窮しているに
も関わらず⼀年間 1 円２円と少しずつためたお⾦を同胞を助ける活動に使って欲しいと寄付し
てくれました。１円⽟の詰まった袋に込められた思いは計り知れないほど重く、私たちの活動は
ご寄付頂いた皆様の優しい気持ちの上に成り⽴っているのだと、⾝を正す思いでいっぱいです。 

沢⼭の⽅々の思いを頂いた、中央共同募⾦会様からの外国にルーツがある⼈々への⽀援活動応
援助成⾦を頂き活動を続けられたことに⼼からの感謝を申し上げ、今後も努⼒をしてまいりま
す。 

 


